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研究成果の概要（和文）：　本研究は、わが国の戦前期、特に1930年にその学的営為を始めた中国を対象とする
研究者の著した学術論文や著書を分析の対象とし、その中国ナショナリズム理解に焦点を当てて分析を行ったも
のである。なかでも、中国文学研究者である竹内好については、本研究の期間中に、1冊の論文集と1冊の評伝を
公刊することができ、歴史学者が行った竹内の研究として、一定の評価を得ることができた。
　また、竹内を対象とする分析の他、尾崎秀実の言説における当時の歴史学の成果の影響への分析や、1930年代
の総合雑誌に掲載された中国社会論や東洋史学における中国認識の分析も行った。

研究成果の概要（英文）：We analyzed the scientific paper and work which the researcher who began the
 research for China in the 1930s wrote. We focused on an understanding to their China nationalism at
 that time. Especially about Yoshimi Takeuchi who is a Chinese literature researcher, we could 
publish the collected papers of one volume, and the critical biography of one volume during this 
research, and was able to obtain friendly evaluation as Takeuchi's research which the historian did.
Moreover, we also analyzed the influence of the result of the history of those days seen in Hotsumi 
Ozaki's besides the analysis for Takeuchi. In addition, we analyzed the China social theory 
published at the general magazine of the 1930s. Moreover, we also conducted analysis of the China 
recognition in an Oriental historian of those days.  

研究分野：中国古代史 近代日本のアジア認識

キーワード： 近代日本の中国認識　近代日本のアジア認識　近代東洋史学史　竹内好　尾崎秀実　アジア主義

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
竹内好に代表される、1930年代にその学的営為を開始した中国を研究対象とする研究者の研究成果を、その中国
ナショナリズム理解に焦点をあてつつ分析を行った研究である。特に、竹内好については、研究代表者・分担
者・協力者全員による論文集（『竹内好とその時代　歴史学との対話』有志舎、2018年）と、二人の分担者によ
る共著『評伝竹内好　その思想と生涯』（有志舎、2020年）として、一般の読者にもわかりやすく研究成果を明
示しているが、この点を、この研究の学術的意義ならびに社会的意義として位置付けることができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
明治以降昭和戦前期までの日本の中国認識のあり方を省察することは思想史研究に常に課せ
られている大きな課題である(この点は、研究開始当初のみならず、現時点においても変わるも
のではない)。かつて野村浩一は、尾崎秀実を論じた「尾崎秀実と中国」(『尾崎秀実著作集』第
二巻の解説、勁草書房、1977)の中で、中国の民族運動を理解することは、「近代日本において(中
略)ついに人々が決して十分に把握しきれない問題」であったと語った。また、制度化された明
治期以降の学術体制のもとで進められた中国に対する戦前の諸研究が、ついに中国ナショナリ
ズムを内面的に理解することができなかったことは、増淵龍夫が『歴史家の同時代史的考察につ
いて』(岩波書店、1983)に収録された諸論考において、津田左右吉や内藤湖南を対象に論じたと
おりである。日中相互のナショナリズムの相剋が著しくなった 21世紀の今日であればこそ、か
つての日本の学知がどのように中国ナショナリズムを理解しようとしたか、そしてその理解の
妥当性を今日的視点から明らかにすることは、重要な学問的課題である。 
本研究課題の研究代表者・分担者・協力者は、本研究に着手する以前に、思想史的観点から、
近代日本を代表する中国史研究者の一人である内藤湖南の再読解を進め、その成果を2013年に、
山田智・黒川みどり編『内藤湖南とアジア認識-日本近代思想史からみる-』(勉誠出版、2013)と
して公刊した。同書に収録された研究分担者の黒川みどり・田澤晴子・山田智、研究協力者の姜
海守の諸論考は、内藤湖南の諸論考の丁寧な読解を通して、その中国認識(あわせて朝鮮認識)の
"歪み"を改めて明示した他、研究代表者の小嶋茂稔は、明治から大正にかけて制度化された「東
洋史」とは異なる、中国史に軸足をおいた内藤湖南の「東洋史」認識の特異性を明らかにした。 
本研究は、そうした史学史の方法を用いて内藤湖南にまつわる「神話」を鮮やかに解体した実
績を踏まえつつ、思想史的方法と史学史的方法を交叉させることによって、制度化された学術・
高等教育体制のもとで中国を研究対象とした研究者群が、中国ナショナリズムにどのように向
かい合い、かつ理解したか/理解不能であったのかを明らかにすることを通して、近代日本の中
国認識のあり方の新たな側面を明らかにしようとして着手されたものであった。 
 
２．研究の目的 
本研究課題の申請時における当初の研究目的は、以下のとおりである。 
（１）戦前期に学問形成を進めた中国文学者(竹内好など)や東洋史学者(野原四郎など)における、
同時期の中国ナショナリズム理解の具体相を明らかにする。 
（２）戦前期「支那社会論」で顕著な業績を残し中国ナショナリズムへも深い理解を有した尾崎
秀実らが、制度化された学術による研究成果を、どのように認識していたかを明らかにする。 
（３）「東洋史学」「支那学(「支那文学」を含む)」「支那社会論」に見られるマルクス主義への同
調の濃淡と、中国ナショナリズムへの認識の深浅との関わりを明らかにする。 
 
３．研究の方法  
（１）戦前に研究活動を始め、戦前から戦後にかけて中国に向かい合った中国文学や東洋史学の
研究者-特に竹内好を中心にしながら野原四郎なども射程に入れる-の著作を精読する。竹内好
や野原四郎は中国社会論や東洋史学の高揚期であった 1930 年代に本格的に中国に関わる学術研
究の世界に入り、戦後は、戦前の中国研究を批判しながら多くの成果を発信した。戦前の正統な
教育経路を経て中国研究の道に入った彼らの戦前の中国理解のあり方と、その戦後の変容を明
らかにすることにより、中国ナショナリズムに対する戦前日本の「学知」の持った限界と可能性
とを明らかにすることが期待される。なお、読解にあたっては、戦前期の研究については、当該
著者の中国ナショナリズム認識、戦後の研究については、敗戦/中華人民共和国の成立/朝鮮半島
の南北分断/アジア・アフリカ諸国の独立、という事態を当該著者がどのように認識しているか、
に注目しながら進めていく。 
（２）東洋史学の成果を意識しつつ中国社会論を展開した論者として、特に尾崎秀実のものを精
読する。主たる読解の対象として、『尾崎秀実著作集』全 5巻(勁草書房、1977～79)に収録され
た『嵐に立つ支那』『国際関係から見た支那』『現代支那批判』『現代支那論』などとする。尾崎
秀実については、今井清一・藤井昇三『尾崎秀実の中国研究』(アジア経済研究所、1983)や宮西
義雄『満鉄調査部と尾崎秀実』(亜紀書房、1983)などの研究によって、その中国認識のあり方や
調査活動の背景などについては明らかにされているが、それらを踏まえつつ、伝統的東洋学や東
洋史学の成果を尾崎がどのように摂取しつつ、現実の中国や中国ナショナリズムと向き合った
かを読み取っていくこととする。 
（３）戦前の中国社会論や、中国社会論を意識しつつ研究を進めた戦前の東洋史学の諸成果を精
読する。前者については、『中央公論』や『改造』などの総合雑誌に掲載された「中国社会論」
を研究対象とし、後者については、いわゆる「戦後歴史学」につらなる活動を行ったとされる戦
前の歴史学研究会に拠って研究活動を行った東洋史研究者や、渡部義通らの研究グループとも
交流を持ったとされる秋沢修二らの研究成果を対象として検討を進めることとする。 
（４）研究対象の読解については、研究代表者・分担者・協力者の個々の問題意識や読解の深度
を互いに尊重するとともに、定期的に研究会を開催し、研究対象のテキストの読解を相互に確認
し、認識を深化させる。1 箇月に 1 回程度、東京(東京学芸大学もしくはキャンパスイノベーシ
ョンセンター静岡大学事務所)で研究会を開催して、研究対象のテキストの読解を相互に確認し、
認識を深化させるとともに、研究の進捗状況も相互に確認する。 



４．研究成果 
（１）本研究の成果の一つは、中国文学研究者竹内好が遺した、学生時代から晩年に至るまでの
諸作品の読解を共同で進めた結果として、研究代表者・分担者・協力者合計 6名の手による論文
集『竹内好とその時代 歴史学からの対話』(有志舎、2018 年)を刊行したことである。以下、本
書の内容を紹介する。 
本書は、「総論」、「第一部 生涯と思想―評伝編―」、「第二部 思想と近現代史―各論編―」か
らなる。 
「総論 竹内好と<歴史学>との対話」は、研究分担者の山田智が執筆し「１「歴史家」の発見
―楊聯陞・顧頡剛と中江丑吉―」「２「歴史家」との交差―丸山眞男・石母田正と戦後歴史学―」
「３「歴史」の発見と「歴史」との交錯―歴史の中の竹内好」の３節からなる。山田は、竹内が
「少なからざる歴史学研究者と交流を持ち、またその研究成果にも触れたが、決して歴史の『専
門家』の見立てに臆することも、またかぶれることもなく、彼自身の歴史観を貫くことができた」
(同書 2頁)と評する。そのうえで、竹内が「作品に込められた主観を自らの思想と対峙させて把
握する、文学研究者としての立場」ゆえに、同時代に全盛を極めた社会経済史ではなく、例えば、
歴史とは畑を異にする政治学分野の政治思想史に従事した丸山眞男との交流を積極的に行った
こと、中国史の領域から「自らの身を中国に置きつつ日本のアカデミズム歴史学に背を向けた」
（同書 2頁）中江丑吉への傾斜、「法制史という立場から中国の歴史社会の把握に積極的に取り
組んだ」（同書 2頁）仁井田陞への高い評価を指摘する。また、戦前の竹内の北京留学中の楊聯
陞との交流の竹内の思想形成に与えた影響を指摘したことも、この山田論文の重要な成果であ
る。多くの歴史学研究者との交流を行った非歴史学研究者であった竹内の中国観について、山田
は、「竹内の時代に主流であった社会経済史的な歴史学的方法に依らなかったにもかかわらず極
めて『歴史』的であった。中国の近代化の歴史の現実を文学に現れた『思想』を通じて動態的に
とらえる竹内の手法は、その視点を中国にとどまらせずに日本をも射程に入れ、さらに広く世界
へと拡大してゆく普遍的な世界史認識に昇華してゆくものとなった」（同書 30頁）と位置付けて
いる。 
「第一部 生涯と思想―評伝編―」には、研究代表者の小嶋茂稔による「一<魯迅>にいたる道
―復員まで―」と、研究分担者の黒川みどりによる「二<ドレイ>からの脱却を求めて―戦後社会
のなかで―」が収録されている。 
 小嶋の「<魯迅>にいたる道」は、1943 年に応召して中国に従軍した竹内が、復員後、魯迅の諸
作品の再読解を進めて、「ドレイ」論を提起するまでの時期を対象に、竹内の学的経歴や思想形
成の過程を述べたものであり、前半の「１竹内好と魯迅」「２中国文学との出会いに至るまで」
「３中国文学研究会の結成と『漢学』『支那学』との対峙」「４北京留学と帰国後の竹内」「５一
九四〇年代の竹内―復員まで―」において、主として、竹内の伝記的事項を述べ、後半の「６「魯
迅論」から『魯迅』へ」「７『魯迅』から『魯迅入門』『魯迅雑記』へ―「ドレイ」論の確立―」
で、竹内の魯迅理解の変容と、「ドレイ」論の確立の過程を述べたものである。 
 黒川の「<ドレイ>からの脱却を求めて―戦後社会のなかで―」は、小嶋論文が論じた竹内の復
員前後の時期からその逝去までの時期を対象とし、「１『インテリ』と民衆」「２『個人の独立』
と『国民的連帯』」「３『戦争の二重性格』というアポリアに向き合って」「４市民的自由の獲得
のために―「不服従の遺産」―」「５闘いのあと―『民族再生』の希求―」の５節に亘って、戦
後の竹内の思想について述べたものであり、「竹内好は、中国との戦争の真の意味でも終結を求
めて戦後社会に向き合ってきた、彼が魯迅に学びつつ、かつ丸山眞男との親交のなかから求め続
けてきたのは、「いやなものはいやだといえる」、“ひとり”で闘う精神、すなわち「人格の独立」
であった。そして、竹内が喚起した『ナショナリズム』や『民族』も、あくまでそれらを引き出
すための手段なのであった」（同書 199 頁）と、竹内の戦後の思想的歩みを位置付けている。 
 「第二部 思想と近現代史―各論編―」には、研究分担者の廣木尚による「<共通の広場>の模
索―竹内好と第三次『思想の科学』―」、同じく研究分担者の田澤晴子による「明治維新論の展
開」、研究協力者の姜海守による「<朝鮮>というトポスからみた『方法としてのアジア』」を収録
した。 
 廣木の「<共通の広場>の模索―竹内好と第三次『思想の科学』―」は、「１国民文学論争と『共
通の広場』」「２思想の科学研究会への『合流』」「３応答と反響―第三次『思想の科学』という場」
「４『広場』の強度―『サンデー毎日』事件をめぐる葛藤―」「５“大合流”の精神」の５節か
らなり、「竹内が国民文学論争の渦中で唱えた『共通の広場』という理念を、普遍的価値の基盤
を概念化したものとして捉え、五〇年代中葉の竹内が精力を注いだ思想の科学研究会での活動
に『共通の広場』の実現のための実践」（同書 215 頁）を読み取ることにより、竹内が「連帯意
識」の歴史的探究へと向かわせた動機自体の意味を考えようとするものである。 
 田澤の「明治維新論の展開」は、「１『屈辱の事件』から『明治百年祭』へ」「２『アジア主義』
への結実」の２節からなり、竹内が「明治の精神」を日本の伝統として認識するに至る過程を検
討し、あわせて、竹内の明治維新論が「日本のアジア主義」に結実する過程について検討したも
のである。 
姜の「<朝鮮>というトポスからみた『方法としてのアジア』」は、「１竹内の朝鮮（韓国）認識
と日本の『植民地主義』」「２『連帯意識』の語りとしての『アジア主義』論と朝鮮」「３『歴史
学』と『歴史主義』との間で」「４『危機神学的な』態度と『未来的意義』による回答」「５韓国
における『ポスト竹内』言説の受容が示唆するもの―むすびに代えて―」の５節からなり、竹内



の述べた「方法としてのアジア」や「アジア主義」論のあり方を「韓国・朝鮮」というトポスか
ら照明を当てつつ、「竹内が「アジア主義」論および「方法としてのアジア」を通して提起しよ
うとした問題を、今日の「韓国の問い」として検討し、その意味を改めて問うことを試み」（同
書 282 頁）ようとしたものである。 
本書の反響は大きく、刊行直後、朝日新聞の 2018 年 4 月 21 日号の読書欄に、間宮陽介氏の書
評が掲載されたほか、萩原稔（『図書新聞』3367、2018 年 9月 5日）、井岡康時（「竹内好の可能
性を考える―黒川みどり・山田智編『竹内好とその時代 歴史学からの対話』を読む」『部落解
放』762、2018 年 9月）、川上哲正（『中国研究月報』847、2018 年 9月号）、鈴木将久（『歴史評
論』第 831 号、2019 年 7月号）の諸氏による書評が公刊されている。 
 
（２）本研究のもう一つの大きな成果は、研究分担者の黒川みどりと山田智によって刊行された
『評伝 竹内好 ―その思想と生涯―』（有志舎、2020 年 2 月）である。同書は、「序 １中国
と向きあう ２日本と向きあう」「第一章 生い立ちから戦争体験へ（1910～1945 年）１生い立
ちから大阪高校卒業まで ２「中国」との出会い ３戦中の中国と向き合う ４『魯迅』と戦場
経験」「第二章「戦後」からの出発（1945～1960 年）１「インテリ」と民衆 ２「翻訳の時代」
３「個人の独立」と「国民的連帯」」「第三章 「市民的自由」と「民族」（1960～1977 年）１方
法としてのアジア―丸山眞男との交流のなかで ２「不服従の遺産」/日本近代のとらえなおし 
３『中国』から個人訳『魯迅文集』へ」からなり、本研究での研究成果を活用しつつ、竹内の思
想の展開に重きをおいた評伝となっている。 
 
（３）本研究では、竹内好の他、尾崎秀実、秋沢修二、1930 年代に『中央公論』等に発表された
中国社会論、頭山満・内田良平・杉山茂丸・宮崎滔天などアジア主義者と呼ばれる論者の遺した
論考等も検討した。ただ、その成果を、研究期間中に、全体としてとりまとめることはかなわな
かったが、研究代表者・分担者の個々の研究成果の中で活用しているところである。なお、研究
期間終了後も、研究代表者・分担者・協力者による共同研究は継続することとなっており、その
過程で、本研究期間中に得られた成果の集約を進めることとしたい。 
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
山田智 3392
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
文化史学と中国研究―津田左右吉『支那思想と日本』

津田左右吉とアジアの人 文学 7-14

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
田澤晴子 5
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
三谷太一郎氏インタヴュー記録―大正デモクラシー研究をふり返る

社会科学 307-331

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
田澤晴子・平野敬和・藤村一郎 48
 １．著者名



2018年

2018年

2019年

2016年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
藤間生大さんに聞く『歴史評論』の青春時代

歴史評論 18-32

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
小嶋茂稔・戸邉秀明 800
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
大山郁夫と早稲田大学

早稲田大学大学史紀要 101-131

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
黒川みどり 50
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
部落問題を普遍的課題に―竹内好を手がかりに―

季報唯物論研究 38-45

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
黒川みどり 144
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
米騒動の時代から100年―社会的デモクラシーの展開と屈折―

月刊東京 6-15

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
黒川みどり 397
 １．著者名



2017年

2017年

2017年

〔学会発表〕　計7件（うち招待講演　6件／うち国際学会　3件）

2019年

 ２．発表標題
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 ４．発表年

黒川みどり

近代社会における部落差別と人種主義

戦後思想史の構想

内藤湖南と津田左右吉
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近代人文学はいかに形成されたか　学知・翻訳・蔵書
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吉野作造と柳田国男―大正デモクラシーが生んだ「在野の精神」―

 ３．書名
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